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r禅寺丸柿J植樹記念

此の度、禅寺丸棒の発祥の地である柿生禅寺丸柿保存会・麻生禅寺丸林愛好者の会のご

厚志により禅寺丸柿苗木の寄贈を頂き、禅寺丸柿の植樹記念行事が施行出来ました。

保存会・愛好者の会には、心からの御礼を申し上げます。また皆様方のご理解ご協力に

感謝いたします。

1）禅寺丸林のふるさと

禅寺丸林の発祥の地は、神奈川県麻生区星宿山王禅寺禅寺です。

頂－　＊王禅寺境内の禅寺丸林の原木は、国の天然記

念物に指定登録されています。

＊「禅寺丸林」の名称は王禅寺村より多数産出

され、元禄の頃「王禅寺丸」から　r禅寺丸j　と

よばれるようになりました。

＊歴史は古く、頗徳天皇の建保2年（1214）に発

見され、王禅寺再建にあたりました等海上人が、

この柿の良さを近隣に広めました。

F新編武威風土記梅屋（r土禅寺村j項、飽きにはrそ

の実の味すぐれて美なり」と記され，地域一帯

の産物として、江戸にも出荷されました。

明治42年には明治天皇に献上されています。

＊境内碑文にr禅寺丸之記j r天然記念物j杯生

禅寺丸棒保存会記念「郷柿誉悠久」があります。
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＊柿生王禅寺禅寺丸林（原木）

＊　r禅寺丸之記J



2）落合材の“辞書丸棒ガ

「落合には古くから柿の木が多く、」（r文化財ガイド」）。落合村農産物「称賛3500荷」

（『東京府豊玉都誌』）、また「柿子100荷j（F東京府志料』明治初期）の記載があります。

＊禅寺丸林は、落合村の主要な産物の一つでもありました。

3）新宿区指定未熟記念物r落合のカキ　経緯

昭和58年・新宿区文化財調査「報告書」（教育委員会）

＊新宿区中落合r小野田の森のカキ（通称）」（所有者・小野田弥兵衛氏）

「都内のカキの古木として自然保護上で価値が高いJ天然記念物に指定されました。

（樹齢謝年，高さ約15m、幹囲1．7m）

＊小野田の森（往時のカキ）

一本の柿の木で甘柿（デンジュマル）と渋柿（イモン）が

成り（小野田家伝）、接ぎ木されたものとされています。

（「文化財楷定物件一覧j r新宿区の文化財8j）

昭和59年12月・r天然記念物（禅寺丸林）jに指定

されました。「文化財保護審議会答申第49号」）

平成15年6月・新宿区立「落合公園」に移植

＊移動作業は、樹木の重量を4t以下にして、根鉢共の

給重量8tの　移動・植栽の大作業でした。

平成19年・r十分な活着なく、回復見込めず」「樹皮

枯死、倒伏の危険」（r樹木診断報告」）

平成20年1月・新宿区指定r天然記念物カキJは枯

死により指定解除（平成20年度「教育委員会定例会j）

＊平成15年・移植時（落合公園）

＊指定解除直前の禅寺丸林



＊西落合（岩崎家）禅寺丸柿

柿は日本を代表する果物の一つです。芭蕉「里舌りて柿の木もたぬ家もなし」

かつて、落合の柿の木は落合村の原風景を彩り、その赤い果実は子供たちの大好物とし

て食味され有用されましたことは∴落合の旧家の方々の腐りjからも知ることが出来

ます。しかし現在、落合地域の禅寺丸林は僅かに残るのみとなっています。

4）特記

皇居東御苑本丸地区に、平成21年「果樹古品種園」が整備されました。これを記念致

しまして、天皇皇后弼陛下はご植樹されました。

江戸時代の代表的果樹古品種（22品種）の中で、禅寺丸林が選定されています。

5）結び

柿生と落合とが禅寺丸林を通して結ばれ、落合の新しい記念樹となりました。

禅寺丸林保存会の碑文r郷柿誉悠久jの心を、私達も共有してまいります。

これを契機に、禅寺丸柿を落合地域の「みどりの文化財」として、ふるさとの歴史と文

化的価値を再確麗したいと思います。

最後に、この苗木が落合地域の象徴の木とて育ち、まちの人々に幾世代にわたり大切

にされ、愛されることを祈念するものです。

＊尚、植樹記念行事は、落合第二地区協議会が「みどりの保全」事業として主催し、歴

史と文化を記録する・コミュニティrおちあいあれこれ」のご協力により行われました。

関係各位のご尽力に感謝致します。

以上

平成23年4月吉日

新宿区落合第二地区協議会　野村晃


